
中山間地域等直接支払制度 

①目的 中山間地域等の農業・農村が持つ水源涵養、洪水の防止、土壌の侵食

や崩壊の防止などの多面的機能によって、下流域の都市住民の暮らしが

守られています。しかし中山間地域等では、担い手の減少、耕作放棄地

の増加などにより、多面的機能の低下が心配されています。このため、

平地に比べ自然的・経済的に条件不利地である中山間地域において適切

な農業生産活動が継続的に行われるよう農業の生産条件に関する不利を

補正するための支援策を行い、中山間地域の農業・農村の有する多面的

機能の確保を図るものです。 

本制度は、平成12年度から５年間の対策として始まり、第２期対策（

平成17～21年度）、第３期対策（平成22～26年度）、第４期対策（平成

27～令和元年度）、第５期対策（令和２～６年度）を経て、令和７年度

から第６期対策として新たにスタートをしました。 

②対象農用地 

（農業生産条件の悪い農地） 

・旧山中村、旧本宿村、旧河合村、旧常磐村の地域（特認地域） 

・旧額田町全域（通常地域） 

・農振農用地区域内の物理的連担性のある１ha以上の一団の農用地 

・急傾斜（田1/20以上）対象 

③対象行為 集落協定または個別協定に基づき、５年以上継続して行われる農業生

産活動です。この協定は、市長の認定を受けます。 

④令和７年度

実績 

12の協定（集落協定：11 個別協定：１）に対して交付金を交付し、

耕作の維持、農地の維持管理、耕作放棄の防止としての取組み等に使わ

れています。なお千万町集落協定においては棚田地域振興活動加算が適

用されており、交付金額に加算があります。 

 

地域 対象者 主傾斜 対象農用地 交付金額 備考 

通
常
地
域 

株式会社アグリみかわ 1/19 94,441㎡ 1,983,251円 個別協定 

木下集落 1/15 11,166㎡ 234,486円  

大山集落 1/16 16,802㎡ 352,842円  

高薄集落 1/15 27,773㎡ 466,586円  

千万町集落 1/19 56,433㎡ 1,749,423円 
棚田地域振興活

動加算適用 

名之内集落 1/9 27,580㎡ 463,344円  

毛呂集落 1/17 43,788㎡ 735,638円  

鍛埜西部集落 1/14 30,821㎡ 647,241円  

柳田集落 1/15 22,445㎡ 471,345円  

小計 9協定 331,249㎡ 7,104,166円  

特
認
地
域 

山綱集落 1/14 20,944㎡ 351,859円  

羽栗集落 1/18 21,720㎡ 364,896円  

秦梨集落 1/14 74,171㎡ 1,246,072円  

小計 3協定 116,835㎡ 1,962,827円  

岡崎

市計 
12協定 448,084㎡ 9,066,993円  

 


